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Ⅰ　問題の所在及び目的
　平成29年度の学習指導要領では，各教科等におい
て，「障害のある児童などについては，学習活動を行
う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の
工夫を計画的，組織的に行うこと。」と明記され，障
害者の権利に関する条約に掲げられたインクルーシブ
教育システムの構築に向けた全ての校種での動きが
一層進められるものとなっている。これにより，今後
「交流及び共同学習」の機会の保障が求められるもの
と考えられる。すでに，様々な形で「交流及び共同学
習」の実践が行われている。
　文部科学省は，平成20年の「交流及び共同学習ガイ
ド」の中で，「交流及び共同学習」は，障害のある子
どもと障害のない子どもが一緒に参加する活動は，相
互のふれ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむことを
目的とする交流の側面と，教科等のねらいの達成を目
的とする共同学習の側面があるものとしている。
　田村・川合（2018）１）は，国立特別支援教育総合研
究所のインクルーシブ教育システム構築支援データ
ベースの実践を基に，①どのように計画的な交流が行
われたか，②どのように交流先の児童に障害のある児
童の理解を促したか，③教科特性と合わせて学習内容
がどう展開されたか，④共に学ぶことで教科のねらい
に迫れているか，⑤相互のかかわりと双方の学習目標
の達成の両方を目指した活動を可能とするものは何か
という５つの観点から分析を行っているがその中で，
④に関わり，共同学習として教科のねらいに迫る目標
ではなく，どちらかというと交流の側面での目標であ
る印象が強い。合理的配慮の項目「学習内容の変更・
調整」の部分で，児童実態に応じた教科の内容が実施
されたことは窺えるとし，教科学習のねらいも立てた
実施，成果と課題の整理の必要性を述べている。
　また，楠見（2017）２）は，学校間交流の経験の語り
の質的分析を行い，質の低い交流を繰り返すことでの
負の関係について述べている。
　これらの研究からは，交流の側面を念頭に置きなが
らも，一方で，教科等のねらいの達成を目的とする共
同学習の側面を踏まえた実践や研究の必要性を捉える
ことができる。また，「交流及び共同学習」という１
つの言葉として考えた際には，教科等のねらいの達成
を目的した活動の中で相互のふれ合いを通じて豊かな
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人間性をはぐくむ必要がある。
　それに対し昨年度，中原・豊岡（2018）３）は，図画
工作科の「交流及び共同学習」の授業の中で，教科の
目標達成に向けた活動の中での子どもたちの参加を保
障することで「共に学ぶ」関係が見られたことから，
授業構想において，授業の目標，評価等の子どもたち
の姿を捉えることの重要性について捉えた。この実践
の中で，教科としての目標を設定し，教科の目標を達
成するための活動への参加を保障することが交流する
子ども同士の関係性をより対等な関係とする可能に触
れている。
　これらのことから本年度は，教科を通した「交流及
び共同学習」について，２つ実践と他教科（算数）と
の比較を通して，教科等のねらいの達成を目的とする
共同学習の側面から授業の目標とその評価の側面から
授業を捉え直すこととした。
Ⅱ　研究方法
　群馬大学教育学部附属小学校と群馬大学教育学部附
属特別支援学校における，「交流及び共同学習」の図
画工作科の実践を通して，授業構想における目標設定
と評価の具体的な方法について明らかにし，その効果
を授業記録に基づいて子どもたちの姿から分析する。
Ⅲ　授業実践の分析
１　高学年での交流における特別支援学校児童３名の
目標設定と評価について
（１）実践の概要
　題材名：「わたしたちのまちへ　ようこそ
　　　　　　―つなげてつくろう夢のまち―」
　授業者１：中原靖友：附属小学校
　授業者２：南雲亮太：附属特別支援学校
　授業者３：早川愛美：附属特別支援学校
　時　期：2018年３月
　対　象：群馬大学附属小学校第５学年34名
　　　　　群馬大学附属特別支援学校小学部３名
（２）題材について
　本題材は，友達と協力し，ダンボール箱で自分達の
思い描く大きな楽しい町をつくる学習である。ダン
ボール箱は，適度な強度があり，直方体としての構造
をもっているため，大きく加工して中に入ったり，つ
なげたり積んだりしてつくることができ，立体を意識
してイメージを膨らませることが容易である。また，
加工が容易で，色も塗り易いことから自分なりの思い
に合わせて，切り込みを入れて組み合わせ表現方法を
工夫することができる。さらに，友達と関わりながら
自分の思いを立体に表す楽しさを存分に味わうことが
できる。
（３）指導計画
目標 友達と協力して町のイメージを共有しながら，ダ
ンボ－ル箱を加工したり，色を塗ったりして，自
分なりのイメージをもってつくりたい町をつく
る。
評価
規準
（①知識・技能）
友達とイメージを共有しながら，自分なりのイ
メージに合わせて，ダンボールの接合の方法や色
の塗り方などの表し方を工夫して表している。
（②思考力・判断力・表現力等）
友達と話したことや想像したことから，表したい
ことを見付け，町並みの色合いや意味を捉え，自
分なりにイメージした町の表し方について考えて
いる。
（③学びに向かう力・人間性等）
身近な町並みや自分達でつくった町の美しさや面
白さに気付き，一人一人の多様な思いを集めて１
つの町をつくることを楽しんでいる。
時間 学習活動
１ ○つくりたいと思う建物や，その形や色について
話し合ってアイデアを出し合いながら，自分達
のつくりたい町を思い描く。
４ ○友達と協力して，ダンボール箱を加工したり，
色を塗ったりして自分なりの思いに合わせて建
物をつくったり，つながりを試行錯誤しながら
並べたりして町をつくる。
１ ○つくった町を歩いたり，建物を覗いたりしなが
ら，形や色の面白さや，つながりや意図につい
て友達と話し合う。
共通
事項
友達と一緒に自分達の思い描く町をつくりなが
ら，形，色，構成などの造形的な特徴を理解し，
多様な考えや表現を認め，自分なりのイメージを
もつ。
（４）教科としての目標設定と評価について
①目標の設定：特別支援学校の子どもの実態把握
　交流及び共同学習の実施にあたり，特別支援学校の
子どもたちの実態を把握するために，事前に小学校教
員が特別支援学校で事前授業を行った。
281交流及び共同学習の評価について
　知識・技能の確認では，定規やカッターなどの用具
の扱い方や思いついたものを立体で表現できるかどう
かを確認した。その結果，以下のように把握した。
児童 知識・技能の実態
Ａ ５年生と同程度，切断に関してはそれ以上
Ｂ ５年生と同程度，巧緻性はやや劣る
Ｃ 絵を描くことは５年生と同程度，切断等は個別に
支援が必要
　また，思考の傾向としては以下のように把握した。
児童 思考の傾向
Ａ 屋根の形など立体を捉えつくることができる。
Ｂ バスの形など立体を捉えつくることができる。
Ｃ ドアや窓をつくることはできるが，形を立体とし
て捉えない。絵など平面の表現にこだわりあり。
②目標の設定：学習指導要領の比較
　目標設定に対して，図画工作科の教科調査官の岡田
京子が提案している新学習指導要領における授業の構
造化の方法を使って，下の表のように小学校学習指導
要領と特別支援学校指導要領を比較した。そして，学
習指導案に位置づけた（表１）。下線部が特別支援学
校学習指導要領に関わる部分である。
　例えば，知識及び技能では，ダンボールを使って思
い描いたものをつくることを１段階，ダンボールの結
合の方法や色の塗り方を活用することを２段階，思い
描いたものの表現に適した方法を選ぶことを３段階に
関わるものとして位置付けた。
③目標の設定：評価する子どもの姿の具体化
　①，②を踏まえ，何ができるようになるか，何を学
ぶのかといったことを視点として特別支援学校教諭と
以下のように目標設定をした。
児童 主な目標設定
Ａ 小学校児童と同等の目標，特に他者との関わりに
より，自分なりのイメージを広げることが課題
Ｂ 思考・判断・表現力等については２段階，他者と
関わりながらつくりたいものを見付けることが課
題
Ｃ 全て１段階，立体的な造形を考えられるか，また，
他者と関わりながらの活動に参加することが課題
　また，評価に関わり具体的な姿を以下のように設定
した。
児童 主な評価の具体的な姿
Ａ 自分や友達のつくっているものを見たり，一緒に
つくったりしながら，互いの意図を踏まえてつく
るものを思いつき，形や色等を変えて試している。
Ｂ 一緒につくる人の考えや，つくるものの関係性な
どを考えて，つくりたいものを思いついている。
Ｃ 友達と関わる中で，自分のイメージを伝えたり，
イメージを立体的に表そうとしたりしている。
④必要な支援
　③を踏まえ，集団指導と個別指導の面から支援を設
定した。
　集団指導においては，環境整備と情報の提示を視点
とした。これは，交流及び共同学習に限らず，図画
交工作科の授業で日常的に行われるものであるが，
特に交流及び共同学
習の中では，特別支
援学校の児童の実態
を踏まえ，より情報
へアクセスしやすい
環境を整えた（写真
１）。例えば，接着
に関わる用具材料は
赤い机の所といったように色でも捉えられるようにす
るなど配慮を行った。
　また，めあて，ルール，スケジュール，子どもたち
が使うワークシート，活動中の写真なども提示し，必
要に応じて確認しながら学習を進めることができるよ
うにした（写真２）。
　特に本授業では，グループ別の活動が中心となるた
表１　本題材の構造
写真１　環境の視覚化
(1) 学習内容：学習指導要領上の位置付け
学びに向かう力・人間性等
自分達の思い描く町を友達とつくりだす喜びを味わうとともに，多様な表現に共感したり，認め合ったりし
。，，ながら その楽しさや豊かさを実感し 進んで他者と関わりながら柔軟にイメージを変えてつくり続けること
思考力・判断力・表現力等Ａ(1)
イ ダンボール箱を使って自分達の思い描く町をつくることを通して，友達と
話したことや想像したことから，表したいことを見付けることや，形や色，
材料の特徴，構成の美しさなどの感じ，自分なりにイメージした町の表し方
について考えること。
共通事項(1)
，ア 友達と一緒に自分達の思い描く町をつくることを通して
形や色などの造形的な特徴を理解すること。
イ ダンボール箱の積み方やつなげ方，形，並べたときの色
などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもつこと。
知識及び技能Ａ(1) 思考力・判断力・表現力等Ｂ(1)
イ ダンボール箱を使って自分達の思い描く町 ア 友達と完成した町で遊びながら鑑賞する活
をつくる活動を通して，ダンボールの接合の 動を通して，身近な町並みなどの造形的なよ
方法や色の塗り方を活用するとともに，これ さや美しさ，自分達でつくった作品の表現の
までに学習した材料や用具などについての経 意図や特徴，表し方の変化などについて，感
験や技能を総合的に生かしたり，表現に適し じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方
た方法などを組み合わせたりするなどして， を深めること。
自分なりのイメージに合わせて表し方を工夫
して表すこと。
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め，子ども同士がイ
メージを共有するの
ために大きな付箋紙
を使ったツイートを
設定した。これは，
言葉だけでなく，思
いついたことを図に
したり，絵にしたり
することで，児童Ｂ
とＣの目標達成の支
援としての活用を想
定したものである
（写真３）。
　個別指導では，合
理的配慮を視点と
し，特に児童Ｃへの
支援を設定した。以
下は，児童Ｃとのや
り取りの中で使った
カードであるが，小
学校の教員も持ち歩
き，積極的に児童Ｃ
が選択する場面を促すこととした（写真４）。
⑤教員間の連携
　①，②，③，④を踏まえ，子どもの学びと次時の支
援を具体化した支援計画を作成した。以下は，その一
部であるが，特別支援学校教員が中心となり作成し，
指導案と合わせて，必要な支援や学校間の教員の連
携，一時間の授業レベルで何ができるようになったの
か，何を学んだのかを具体的した（表２）。
⑥教科としての評価
　以下は，本実践での特別支援学校の子どもたちの評
価である。
児童 教科の評価
Ａ 互いの意図を踏まえてつくるものを考え，形や色，
構造などを工夫していた。
Ｂ 話し合いの中で思いを伝えたり，イメージを共有
したりしてつくることができた。
Ｃ 立体表現は見られず。自分のイメージを絵で伝え
たり，他のグループの作品から思いついたことを
絵に表したりしていた。
⑦交流としての評価
　本実践では，目標や，互いのイメージを確認しなが
ら，役割分担で個別につくる，協力してつくる，話し
合うなど，様々な協働の姿を見ることができた（写
真５）。また，材料を選ぶやり取りの中でも，児童Ｂ
が「これ使っていい。」といったのに対し，「何に使う
の。」，「それならいいかな。」と確認する姿や，児童
Ａが小学校の子に作り方を教える姿も見られた（写真
６）。児童Ｃは，促されての活動が多かったが，小学
校の子が話したことを聞いていて，その絵を付箋紙に
描いたり（写真７），つくっていた屋台に合わせた色表２　本時の目標と支援が記述してある指導案
写真２　めあて等の提示
写真３　ツイートの付箋紙
写真４　児童Ｃへのカード
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を選んで塗ったりする姿が見られた（写真８）。
（５）実践の考察
　以上のことから教科としての児童の学びを評価でき
たものと考える。また，任せる，協力する，確認す
る，互いに教え合うなどの多様な関わりは，同じ目標
に向かう教科を通しての交流及び共同学習ならではの
ものであり，交流の面からも肯定的に評価できると考
える。
２　低学年での交流及び共同学習における目標設定と
評価について
（１）実践の概要
題材名：「北軽井沢でごちそうパーティー」
（特別支援学校「まるめてきってつくろう」）
授業者１：豊岡大画：附属小学校
授業者２：早川愛美：附属特別支援学校
授業者３：長田紗綾：附属特別支援学校
時　期：2018年６月
対　象：群馬大学附属小学校第２学年34名
　　　　群馬大学附属特別支援学校小学部４名
（２）事前の交流について
　本実践に関わり，事前に図画工作科の授業として題
材「ねんどでつくろう」２時間，交流活動として合同
での給食を２回行っている。題材「ねんどでつくろ
う」では，子どもたちは，互いにできあがった形を見
て，物に見立てたり，まねをし合ったりする姿が見ら
れている。交流及び共同学習が始まって１ヶ月ほどで
あるが，図画工作の授業を通して，小学校と特別支援
学校の子どもたちがお互いに慣れていく様子も見られ
た。
　本実践の事前の給食では，席順や挨拶の仕方につい
て，小学校の子どもが話し合いを行っていたため，お
互いに配慮しながら同じ活動をすることができた。こ
れは，交流及び共同学習には，能力差が顕著に表れて
同じ活動を行うことが困難な状況になることや，小学
校と特別支援学校の人数の違いによって，マイノリ
ティが強化されてしまう傾向があるため，挨拶の号令
など特別支援の子どもが主導する場面の設定や，特別
支援学校の子どもが複数で同じグループに入ることな
ど，マイノリティの立場に立った配慮が，自然な交流
を促していたと考えられる。
（３）題材について
　本題材は，特別支援学校の友達も交えて，友達と見
立てたり見合ったりしながら，粘土を丸めたり切った
りして，自分のつくりたいごちそうをつくることを楽
しむ学習である。子どもたちは，好きなものを思いの
ままにつくることを楽しんだり，友達と活動すること
を楽しんだりすることができる。
（４）指導計画
目標 いろいろなごちそうの形を思い浮かべ，粘土での
表し方を工夫しながら表すことを楽しむ。
評価
規準
（知識・技能）自分のつくりたいごちそうに合わせ
て，手で丸めたり道具を使って切ったりして，表
し方を工夫することができる。
（思考力・判断力・表現力等）つくりたいごちそう
の形を思い付いたり，ごちそうを選んだりするこ
とができる。
（主体的に学習に取り組む態度）自分や友達の作品
や表し方のよさを見付けたり，粘土でごちそうを
つくることや，みんなでパーティーをすることを
楽しもうとしたりしている。
写真８　役割分担での分業
写真６　協働の様子 写真７　付箋でのイメージ
の共有
写真５　イメージの確認の様子
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時間 学習活動
○粘土を自由に触り，様々なつくり方を試す。
○自分のつくりたいごちそうをつくる。
○自分や友達のつくったごちそうを並べたり，取
り分けたりして遊ぶ。
共通
事項
ア　粘土を触った感じを楽しみながら，ごちそう
をつくったり見たりする活動を通して，形の面
白さに気付く。
イ　自分や友達のつくった作品の形を基に，自分
なりのごちそうのイメージをもつ。
（５）授業構想について
　本実践の授業構想にあたって，次の点に留意して
行った。①自然な交流を促すこと。②同じ活動を通し
て，それぞれのねらいを達成すること。
　①では，少数の特別支援学校の子どもが主導できる
場面を設定した。また，生活場面と比べ，目的や活動
が明確な学習場面の方が交流する必要性が高まると考
え，制約の少ない活動の設定，失敗を許容する学習材
の設定，交流を促す場の設定，交流する子どもの姿に
ついて意見交換を行った。
　②では，両校共に学習指導案を作成し，共通の目標
と個別の目標を明らかにした上で，学習指導要領上の
目標の連続性，評価規準，評価項目，本時のねらいに
向かっている子どもの姿について，共通理解を図った。
　以下は，授業前の教員同士の連携について打ち合わ
せた際の視点である。
①　自然な交流を促すこと（交流の側面）
ア　特支の子どもが主導できる場面の設定
　・お迎え
　・挨拶の号令
イ　制約の少ない活動の設定
　・自由なグループで，つくりたい場所でごちそうを
つくる活動の設定
　・つくったものの形のよさを振り返ることのできる
「ごちそうパーティーをするために，自分や友達
のつくったごちそうから，自分の取り皿に取り分
ける」という，言語に頼らない振り返りの設定
ウ　失敗を許容する学習材の設定
　・何度も形を変えてつくることができる油粘土と，
つくりたいものをたくさんつくれる量
エ　交流を促す場の設定
　・自分の活動に合わせて見たい時に自由に見合え
る，つくる場，ごちそうを並べる場，材料コー
ナーを楕円形に配置した場
オ　交流する子どもの姿
　・交流する子どもの姿を明らかにし，周辺参加か
ら積極的な交流までの姿を細かく想定した（表
３）。特に，同じ物を見ている共同注視，まね・
つぶやきなどの姿が見られる際には，復唱や賞
賛，問いかけなどによって可視化し，交流を促す
ことにした。
②　同じ活動を通して，それぞれのねらいを達成する
こと（共同学習の側面）
ア　目標
　・共通の目標：粘土に触れながら，つくりたい食べ
物を表すことを楽しむ。
　・個別の目標　　省略
図画工作科　評価規準
（思考力・判断力・表現力）
小
つくりたいごちそうの形を思い付いたり，ごちそう
を選んだりすることができる。
３段階
つくりたいごちそうを思い付いたり，ごちそうを選
んだりすることができる。
２段階
つくりたい食べ物を思い付いたり，自分や友達の作
品を見たりすることができる。
１段階
造形的な活動を思い付いたり，自分や友達の作品を
見たりすることができる。
イ　評価規準
図画工作科　学習指導要領　目標
（思考力・判断力・表現力）
小
造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方な
どについて考え，楽しく発想や構想をしたり，身の
回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたり
することができるようにする。
表３　交流するこどもの姿
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３段階
造形的なよさや美しさ，表したいことや表し方など
について考え，発想や構想をしたり，身の回りの作
品などから自分の見方や感じ方を広げたりすること
ができるようにする。
２段階
表したいことを思い付いたり，作品などの面白さや
楽しさを感じ取ったりすることができるようにす
る。
１段階
表したいことを思い付いたり，作品を見たりできる
ようにする。
ウ　評価項目　　省略
エ　本時のねらいに向かっている子どもの姿
〈導入〉（見通しをもつ時）
　・自分のつくりたいごちそうのよさについて発言し
ている。
　・自分のつくりたいごちそうの絵や写真を指さして
いる。
〈展開〉（つくっている時）
　・黙ってつくっている。
　・つくりたいごちそうについて発言している。
　・形から見立てている。
　・つくりたいごちそうに合わせて，つくり方を変え
ている。
　・友達の活動や作品を少し見している。
　・友達の活動や作品をまねしたり，アレンジしたり
している。
　・自分と友達のごちそうを見比べている。
　・友達のごちそうについて発言している。
〈終末〉（遊ぶ時）
　・食べたいごちそうを選んでいる。
　・食べたいごちそうを選ぶことを悩んでいる。
　・つくり方についての発言している。
　・楽しんで，ごっこ遊びをしている。
　・自分や友達のごちそうを見て，形のよさ（おいし
そうな形，食べたい形）を見付けて選んでいる。
　・自分や友達のごちそうの形から想起できる，ごち
そうの具体的なイメージ（形，色，味，温度，食
感など）について，発言したり，ごっこ遊びをし
たりしている。
（６）実践の様子について
　１時間目は，様々なごちそうを思い付くことができ
るよう，粘土を丸めたり，切ったりしながら，表し方
を試す活動である。
　子どもたちは，油粘土を自由に触って，伸ばした
り，叩いたり，ちぎったり，くっつけたりしながら，
形を眺めて食べ物に見立てている。個人で活動に没頭
する子どもがいる一方で，つくったものを自慢そうに
友達に見せる子どもの姿も見られた。特別支援学校の
Ａ君は，丸く伸ばした粘土の上に丸めた粘土をいくつ
か乗せて，何かをつぶやきながら出歩くと，小学校の
子ども２人がその様子を見ている。教師がＡ君を賞賛
しながら，つくったものについて問いかけると，Ａ君
は発言するが教師は聞き取ることができない。その様
子を見た女児が「お団子。」と発言し，Ｂ君が「お皿
にのっているんじゃないの。」と発言した。その後，
教師も交えた４人でやりとりの末，Ａ君は自分の好
きな餃子をつくったことが分かった（写真９）。その
後，なかなか発想が膨らまなかったＢ君は，ひとしき
り考えたあげく粘土を丸めたものをたくさんつくる様
子が見られた（写真10）。
　これらの様子から，特別支援学校の子どもの自由な
行動をきっかけにして，特別支援の子どもとの交流に
遠慮がちな小学校の子どもが，自然と交流する様子が
見られた。また，同じものを複数の子どもが見るとい
う共同注視の場面を，教師が賞賛や問いかけによって
可視化し，一人の子どものイメージを共有していくこ
とは，自然な交流を促しつつ，小学校の子どもにとっ
ても，新たな発想を促すことに有効であった。
　２時間目は，自分のつくりたいごちそうをつくり，
自分や友達のつくったごちそうを
並べたり，取り分けたりして遊ぶ
活動である。Ａ君は，粘土をこね
たり，つまんだりして没頭してつ
くっている（写真11）。
　同じテーブルの向かいに座って
いるＣさんが，つくりたいごちそ
うが決まらず，無目的に粘土を伸 写真11
写真９ 写真10
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ばしたり丸めたりしたりしていると，Ａ君は丸めた粘
土に興味を示し，何かを発言しながら取ろうとする
（写真12）。
　教師がＡ君の意図をくみ取ろうとしてやりとりが始
まると，周りの子どもたちもその様子に注目し，その
場にいる子どもたちで，粘土を串に刺したり，粘土の
塊に穴をあけたりし始めた。教師やＣさんが「おまん
じゅう」や「やきとり」といった発言をして推測する
が，結局Ａ君のつくりたいごちそうについて分からな
かった。しかし，そのようなやりとりを通して，複数
のごちそうをみんなでつくることができた（写真13）。
　自分や友達のつくったごちそうを並べたり，取り分
けたりして遊ぶ活動では，Ａ君は，大勢の子どもに交
ざって自分の気に入ったごちそうを，自分の皿に取り
分けて選ぶことができた（写真14）。それを，自分た
ちのテーブルに運んでパーティーの準備をする。同じ
テーブルの女児が，「また持って来たの。」問いかける
など，自然と声をかける姿が見られた（写真15）。
　ごちそうパーティーが始まり自分や友達がつくった
作品でごっこ遊びが始まると，Ａ君はカップに入って
いた作品に実際に口を着けて飲もうとした（写真16）。
　その後もＡ君はごちそうを食べるまねをしたり，歓
声を上げるなどの楽しむ様子が見られた（写真17）。
（７）実践の考察
　小学校の子どもたちの活動の様子から，全員がおお
むね満足の評価を得ることができた。
　また，Ａ君の活動の様子や行為から，Ａ君は３段階
の評価規準の「つくりたいごちそうを思い付いたり，
ごちそうを選んだりすることができる」を満たしてい
ることから，本題材では，３段階の目標を達成してい
ると評価することができた。
　また，事前に想定した交流する子どもの姿（表３）
における，導入時の「同じ活動に参加」から「共同注
視」「まね・つぶやき」を経て，「一緒に活動」までの
変容が見られた。
　そして，Ａ君の自由な活動が，交流に遠慮がちな小
学校の子どもたちの交流を促したり，交流によって新
たな発想が膨らんだりする様子も見られた。
３　算数科との比較について
　図画工作科における交流及び共同学習の目標と評価
について，教科特性を明らかにするため，算数科の目
標と評価との比較を試みた。
（１）目標
算数科　図形　学習指導要領　目標
（思考力・判断力・表現力）
小
ものの形に着目し，身の回りにあるものの特徴を捉
えている。
３段階
・身の回りにあるものの形を図形として捉えてい
る。
・身の回りにあるものの形の観察などをして，もの
の形を認識したり，形の特徴を捉えたりしている。
２段階
・ものの色や形，大きさ，目的，用途及び機能に着
目し，共通点や相違点について考えて，分類する
方法を日常生活で生かしている。
１段階
・対象物に注意を向け，対象物の存在に気付き，諸
感覚を協応させながら具体物を捉えている。
・ものの属性に着目し，様々な情報から同質なもの
や類似したものに気付き，日常生活の中で関心を
もっている。
・ものとものとの関係に注意を向け，ものの属性に
気付き，関心をもって対応しながら，表現する仕
方を見つけ出し，日常生活で生かしている。
写真12
写真14
写真16
写真13
写真15
写真17
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　算数科・低学年・単元「いろいろな形」（図形）と
図画工作科を比較してみると，学習指導要領上の目標
については，小学校と特別支援学校の３つの段階の目
標に連続性が見て取れる。しかしながら，表記には大
きな違いがあり，図画工作科は，小学校と３段階の目
標を比較すると表記の仕方はほとんど変わらず，小
学校の目標に，３段階の目標は「楽しく」の表記がな
いだけである。算数科は，小学校の目標の「形に着目
し」が，３段階の目標の「形を図形として捉えて」と
なり，細分化した表記となっている。同様に「ものの
特徴を捉えて」に部分が「ものの形を認識したり，形
の特徴を捉えたり」と，それぞれ子どもの認知の実態
に即した表記に大きく変わっている。
（２）評価規準　　省略
（３）評価項目
算数科　図形　評価項目
（思考力・判断力・表現力）
小
・身の回りにある具体物の中から，色や大きさ，位
置や材質などを捨象し，ものの形のみに着目して
分類している。
・「さんかく」や「しかく」は「まる」と比べてかどがあ
る，「さんかく」のかどは三つある，「さんかく」と
「しかく」を比べるとかどの個数が異なるといった
形状の特徴を発言している。
・「高く積めるように」や「転がるように」など形の機
能の特徴を発言している（３段階にはない姿）。
３段階
・身の回りにある具体物の中から，色や大きさ，材
質などを捨象し，ものの形のみに着目して分類し
ている。
・「さんかく」や「しかく」は「まる」と比べてかどがあ
る，「さんかく」のかどは三つある，「さんかく」と
「しかく」を比べるとかどの個数が異なるといった
形状の特徴を発言したり，指したりしている。
２
省略
１
省略
　図画工作科は，自分なりのよさや美しさを追求して
価値付けていく教科であるため，子どもの「自分のつ
くりたいもの」を具現化しようとする姿を見取る必要
がある。子どもが発想や構想しているイメージや表し
方などを見取る際に，「比べる」「選ぶ」という行為に
よって，その判断の基となっている「自分のつくりた
いもの」を推測して見取ることができる。また，選ん
だ理由について言語化を促すことによって，更に詳し
く子どもの思考・判断を評価することができる。
　算数科では，子どもが算数的な見方・考え方に即
した思考・判断を，「分類」「発言」「指さし」によっ
て見取る必要がある。しかし，「捨象し形に着目」や
「機能の特徴」など，思考・判断が複雑な内容になる
と，「選ぶ」や「指さし」の行為のみでは見取ること
が難しく，２要素から１要素に着目しなければ選択で
きないような意図的な活動を設定するなどの見取る工
夫が必要となる。子どもの思考・判断を評価するに
は，言語や数，記号などの必要性が高いと考えられ
る。
Ⅳ　結論
　交流及び共同学習の２つの側面から，目的や目標を
明らかにし，評価規準や評価項目，本時のねらいに向
かっている子どもの姿を共通理解したことにより，個
に応じた形成的評価を行うことができた。また，活動
の目的や目標が明確な学習場面は，生活場面と比べ，
目標達成のために交流する必要性が高まったり，互い
に刺激し合ったりするなど，自然な交流が促されるこ
とが明らかとなった。そして，学習場面における自然
な交流は，問題解決的な学習において，主体的で対話
的な学習も促進することが明らかとなった。
　つまり，校種の異なる学校が交流及び共同学習を行
う際，学習指導要領を共通の視点として子どもの実態
を分析し，共通の目標と，個に応じた評価規準，評価
項目，本時のねらいに向かっている子どもの姿を共通
理解した上で，自然な交流を促す活動，教材，場につ
いて意見交換を行うことが有効であると考える。
　また，図画工作科は，子どもが思考力・判断力・表
現力を働かせる際に，思考・判断したことを言語化す
ることが難しい場合も，造形活動する姿によって形成
的に評価することができるため，言語や数，記号に
よって思考・判断していることを表現しなければ評価
の難しい算数などの他教科と比べて，交流及び共同学
習との親和性が高いといえる。
　本結果を踏まえ，継続して教科や学年，発達の違い
による子どもたちの変容を追いながら明らかにしてい
く必要がある。
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